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竹内　政則
課長 課長(新幹線開業ＰＲ室)
観光推進課

過去5年間の入込み客数の平均伸び率年2.2％の基準と北陸新幹線開
業の効果

年
過去5年間の入込み客数の平均伸び率年2.0％と日帰り観光の比率を
考慮

◎観光入込客数の増大、特に経済波及効果の大きい県外観光客の誘致促進
　(1) 観光資源と受入体制の整備
       ①歴史と伝統文化等、石川の風土に育まれた観光資源の保存整備と多彩な活用及び観光ニーズに則した個性的な観光素材の開発促進に対する支援
       ②個性化、多様化する観光客のニーズにあった受入体制の整備と観光ボランティアなどのホスピタリティ精神の向上に対する支援
　(2) 観光誘客宣伝の推進
　　　 旅行企画や旅の動機付けツールとして利用拡大が見込まれる観光ＨＰの充実強化をはじめ、民間とﾀｲｱｯﾌﾟによる効果的な広報・誘客ツールを活用した観光情報の発信

(1)観光は、関連する産業の裾野が幅広く、波及効果の大きい基幹産業と位置づけられている。 さらに交流人口の拡大による地域活性化など、地域振興に大きな役割を果たしている。
(2)組織の使命・役割は、①観光客の誘致促進を図り、地域経済の振興に資する。
　　　　　　　　　　 　　　　　②観光に関わるあらゆる産業を複合体としてとらえ、総合産業としての観光の振興を図る。
　　　　　　　　　　　　 　　　③地域における雇用の拡大、交流人口の拡大による地域活性化に寄与するものである。

①総合産業としての観光振興 県観光連盟と連携した交通事業者、旅行会社とのタイアップ事業。グリーン・ツーリズムによる農業、漁業者等との連携

①新幹線金沢開業に向けたＰＲ戦略の策定 新幹線開業ＰＲ戦略実行委員会を立ち上げ、年度内に実行プランをとりまとめ

①観光ニーズに則した観光資源と受入体制の整備 市町の策定した計画に基づく、祭り等のイベント創出やキャンペーン等ソフト事業への支援。おもてなし向上に向けた取り組みの推進に
よる県民意識の醸成など

①効果的な誘客宣伝の推進 三大都市圏の旅行会社への観光素材の提供、「いしかわ旅ネット」及びパンフレットの配布による情報発信、広域連携による観光情報の
発信など

２４年度に重点的に取り組むべき課題

↓

　・隣県からの入り込み客数 年2,607 千人 3,150 千人 2723

年千人 2723 年 10,000

①観光入り込み客数
過去5年間の入込み客数の平均伸び率年2.2％の基準と北陸新幹線開
業の効果

　・３大都市圏からの入り込み客数

千人 27 年

6,969 千人

25,000

現行値 年(度)

20,985 千人 23 年

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート） 組織
職

氏名 浅田　隆

目標値 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）
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目標とする成果指標


